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1プラントの運転・定期検査の状況
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安全性信頼性向上のために実施する工事計画
蒸気発生器の取替（３、４号機）

電気ペネトレーションの取替（３、４号機）

電気ペネト
レーション

主変圧器の取替（３、４号機）
【工事概要】巻線の絶縁性能の経年劣化の傾向を踏まえ、予防保全

対策として主変圧器⼀式の取替えを⾏う。
【実施時期】４号 第２５回定検（2023年12⽉〜実施中）

３号 第２３回定検（2018年取替済）

【工事概要】事故時の過酷な環境で機能要求のある原子炉格納容器の電気配線貫通部（電気ペネトレーション）
について、信頼性向上の観点から、キャニスター型から最新型式のモジュラー型に取替えを⾏う。

【実施時期】３号 第２７回定検（2025年1⽉〜予定）
４号 第２５回定検（2023年12⽉〜実施中）

【工事概要】伝熱管の応⼒腐⾷割れ感受性の低減や耐流動振動性の
向上等を⽬的に、蒸気発生器⼀式の取替えを⾏う。

【実施時期】３号 第２８回定検（2026年6⽉〜予定）
４号 第２７回定検（2026年10⽉〜予定）



3高浜4号機 原子炉自動停止トラブルの調査結果

原子炉格納容器貫通部において、制御棒に繋がるケーブルに、その他ケーブルが覆いかぶさったことで、ケーブル接続部の
接触不良が生じたため、自動停止に⾄ったものと推定

拡大図

①覆いかぶさったケーブル束の
荷重により、ケーブル接続部
が引っ張られている状態

②ケーブル接続部で
接触不良が発生

はんだ付け

ろう付け（銀ろう）

接続金具

約3.7mm
銅棒

ケーブル心線

ケーブル接続部（拡大図）

約10mm

＜対策＞
ケーブル接続部の接触不良が認められた制御棒に繋がるケーブルを、予備用として敷設されている他のルートに変更

<事象概要>
2023年1⽉30日、Ｂ中央制御室に「ＰＲ中性子束急減トリップ」警報が発信し、原子炉が自動停止

＜推定原因＞



4高浜4号機の蒸気発生器伝熱管損傷の概要（4号第25回定検）
＜事象概要＞
現在実施中の４号定検において、蒸気発生器（以下､ＳＧ）に対し渦流探傷検査を実施したところ、Ａ、C－ＳＧ伝熱管
に２本ずつ外面（２次側）からの減肉とみられる有意な指示あり
＜推定原因＞
調査継続中であるが過去の例から伝熱管表面に生成されたスケールが伝熱管に繰り返し接触することによる摩耗減肉と推定

＜対策（⼀部検討中）＞
・当該伝熱管の施栓する。なお、今後蒸気発生器の取替を計画
・SG器内の洗浄を強化。（検討中）

ＳＧの概要図
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第７管支持板信号指示本数

＜第６管支持板部＞
Ａ－ＳＧ：１本
Ｃ－ＳＧ：１本

＜第３管支持板部＞
Ａ－ＳＧ：１本
Ｃ－ＳＧ：１本

Ａ・Ｃ－ＳＧ 第３・第６管支持板部
信号指示箇所拡大断面図
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5高浜1号機 B給水ブースタポンプ⼊⼝配管からの蒸気漏れの概要

<推定原因>
Bポンプについてはベント管頂部と架台梁との隙間が通常より狭くなっており（2002年に架台梁を取り外し・復旧した際）、熱伸
びによる接触で配管付け部に曲げ応⼒とポンプの振動が加わりきずが外面に発生。これが進展・貫通したため蒸気漏洩
（なお、Aポンプについては、グランド部の点検の結果、異常は認められず）

<対策>
損傷したベント管を新品に取り替えるとともに、配管が熱伸びで接触しないように架台梁の形状を変更

３．架台梁の復旧 ４．熱伸びによる接触

僅かに下方にずれた状態で復旧
（隙間が減少）

熱伸びによりベント管頂部と
架台梁が接触

１．架台梁の設置当初 ２．架台梁の取外し

入口配管等の熱伸びを考慮
し、運転時でも隙間が確保で
きるように調整

振動測定のため架台梁を取
外し

ベント管
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運転時 運転時

停止時

運転時

熱伸び
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運転による
振動

熱伸び

きずが発生

ベント管

溶接痕の盛上がり

・配管等の熱伸びによりベント管頂部と架台梁
が接触し、ベント管付け部に曲げ応力が発生。

・当該部にポンプの運転に伴う振動も加わ
り、きずがベント管の外表面に発生した
と推定。

ベント管頂部

架台梁

（ポンプ側）

溶接部

熱伸びによるベント管と架台梁の接触メカニズム

<事象概要>
2024年1⽉21日にＢ給水ブースタポンプ（以降、ポンプ）⼊⼝配管の⼀部から僅かな蒸気漏れが生じたことに加えAポンプに
ついてはグランド部からの排水量が通常より多いことを確認したため電気出⼒を40%にしたうえで点検を実施

きず進展方向（推定）
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破面観察結果


